
事例２ 地下水汚染判明時の
地域へのリスク情報提供

経緯 府の地下水モニタリング調査で、ふっ素の汚染判明

対応① 汚染事実と対応方針を報道提供、ホームページ掲載

対応② 地元市町村 → 各戸訪問 、 自治会に説明
汚染の事実と「井戸水の飲用を控えてください」

対応③ 周辺の井戸の利用状況把握 → 飲用指導

対応④ 周辺の井戸の水質調査 → 汚染の拡がりの把握
※自ら調査を希望する家庭には、保健所への委託方法を案内

対応⑤ 水質調査と原因調査の結果を報道提供、自治会に説明



報道提供内容（抜粋）



報道提供第２報内容（抜粋）

（調査結果 略）



町 広報掲載



リスコミの推進
大阪府の取り組み事例



インターネット
による
情報提供

（指定区域台帳）

（図面、調査結果も閲覧可能。）
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自主的な土壌
調査結果情報
の提供
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環境リスク情報
の提供

（地下水の例）



リスク情報に
ついての

ポータルサイト



リスクコミュニケーションの
推進について検討中の項目

• 有害物質使用施設の公開リスト化
• 自然由来汚染、埋立地汚染の集約情報の提供
• リスク管理事例の紹介
• 制度についてわかりやすい説明、情報提供、ＱＡ
• 各種説明会等での説明
• 広範な質問受付窓口の開設


